
第 409 回 薬事委員会報告

【1】　新規採用薬品に関するお知らせ

1 消化器外科

2 乳腺内分泌外科

3 乳腺内分泌外科

4 クラリスロマイシンDS小児用10%「タカタ」 薬剤部

5 ノボラピッド注 フレックスペン 薬剤部

6 薬剤部

7 薬剤部

8 薬剤部

9 薬剤部

10 薬剤部

11 薬剤部

【2】　仮採用薬品に関するお知らせ
■　仮採用薬品として以下2製剤3品目の薬剤が承認されました。

1 感染症科

2 脳神経内科

【3】　必要時薬品に関するお知らせ
■　必要時薬品として以下1製剤1品目の薬剤が承認されました。

1 小児科

フェスゴ配合皮下注 IN 中外製薬

2024年1月12日  決議

■　新規採用薬品として以下10製剤11品目の薬剤が承認されました。
イノラス配合経腸用液125mL(コーヒーフレーバー) 大塚製薬

【組成】　添付文書参照
【効能・効果】手術後患者の栄養保持に用いることができるが、特に長期にわたり、経口的食事摂取が困難な場合の経管栄養補給に使用。
★　ツインラインNF配合経腸用液を削除

コントミン糖衣錠12.5mg 田辺三菱製薬

【組成】　1バイアル（15mL）中　ペルツズマブ 1200mg,トラスツズマブ 600mg,ボルヒアルロニダーゼ　アルファ 30000U
【効能・効果】HER2陽性の乳癌,がん化学療法後に増悪したHER2陽性の治癒切除不能な進行・再発の結腸・直腸癌
★　第405回薬事委員会でファリーダックカプセル10mg削除済み
フェスゴ配合皮下注 MA 中外製薬
【組成】　1バイアル（10mL）中　ペルツズマブ 600mg,トラスツズマブ 600mg,ボルヒアルロニダーゼ　アルファ 20000U
【効能・効果】HER2陽性の乳癌,がん化学療法後に増悪したHER2陽性の治癒切除不能な進行・再発の結腸・直腸癌
★　第405回薬事委員会でファリーダックカプセル15mg削除済み

高田製薬
【組成】　1g中　日局 クラリスロマイシン   100mg（力価）
【効能・効果】表在性皮膚感染症、深在性皮膚感染症、リンパ管・リンパ節炎、慢性膿皮症、外傷・熱傷及び手術創等の二次感染等
★　クラリスロマイシンドライシロップ10％小児用「大正」を削除

ノボノルディスクファーマ
【組成】　1筒（3mL）中　日局 インスリン アスパルト（遺伝子組換え）300単位
【効能・効果】　インスリン療法が適応となる糖尿病
★　ノボラピッド注フレックスタッチを削除
ドキソルビシン塩酸塩注射用10mg「NK」 日本化薬
【組成】　1バイアル中　ドキソルビシン塩酸塩   10mg（力価）
【効能・効果】　添付文書参照
★　アドリアシン注用10を削除

【組成】　1錠中　日局 クロルプロマジン塩酸塩   12.5mg
【効能・効果】　統合失調症、躁病、神経症における不安・緊張・抑うつ、悪心・嘔吐、吃逆、催眠・鎮静・鎮痛剤の効力増強等
★　ヒルナミン錠5mgを院外採用へ変更
トラゾドン塩酸塩錠25mg「アメル」 共和薬品工業
【組成】　1錠中、トラゾドン塩酸塩   25mgを含有する。
【効能・効果】　うつ病・うつ状態
★　デジレル錠25を削除
ベルソムラ錠10mg ＭＳＤ
【組成】　1錠中　スボレキサント   10mg
【効能・効果】　不眠症
★　デジレル錠50を削除
エクラープラスター20μg/cm2 久光製薬
【組成】　1cm2中　デプロドンプロピオン酸エステル   20μg
【効能・効果】　湿疹・皮膚炎群（進行性指掌角皮症、ビダール苔癬を含む）、虫さされ、痒疹群、乾癬、掌蹠膿疱症、肥厚性瘢痕・ケロイド等
★　ドレニゾンテープ4μg/cm2を削除
ピペラシリンNa注射用2g「サワイ」 沢井製薬

【組成】　1バイアル（2mL/5mL）中　レカネマブ（遺伝子組換え）   200mg/500mg
【効能・効果】　アルツハイマー病による軽度認知障害及び軽度の認知症の進行抑制
★　正規採用時に削除品目検討　医師要件を満たした脳神経内科医師限定とする　在庫は置かず必要時対応とする

デュピクセント皮下注200mgシリンジ サノフィ

【組成】　1バイアル中　日局ピペラシリンナトリウム   2g（力価）
【効能・効果】　敗血症、急性気管支炎、肺炎、肺膿瘍、膿胸、慢性呼吸器病変の二次感染、膀胱炎、腎盂腎炎、胆嚢炎、胆管炎等
★　ピペラシリンナトリウム注射用2g「日医工」を削除

フェトロージャ点滴静注用1g 塩野義製薬
【組成】　1瓶中　セフィデロコルトシル酸塩硫酸塩水和物 (セフィデロコルとして   1g ）
【効能・効果】　添付文書参照
★　フィニバックス点滴静注用0.5gを削除　（全例調査）
レケンビ点滴静注200mg、500mg エーザイ



【4】　患者限定採用薬品に関するお知らせ
■　患者限定採用薬品として以下3製剤4品目の薬剤が承認されました。

1 感染症科

2 腫瘍内科

3 薬剤部

4 薬剤部

【5】　院外使用薬品に関するお知らせ

1 糖尿病・内分泌内科

2 糖尿病・内分泌内科

3 糖尿病・内分泌内科

5 薬剤部

6 薬剤部

7 薬剤部

【6】　患者限定　使用登録に関するお知らせ

1 レミトロ点滴静注用300μg エーザイ 血液内科
2 ビーリンサイト点滴静注用35μg アステラス製薬 血液内科
3 オンボー点滴静注300mg,皮下注100mgｵｰﾄｲﾝｼﾞｪｸﾀｰ 持田製薬 消化器内科
4 ケシンプタ皮下注20mgペン ノバルティスファーマ 脳神経内科
5 デュピクセント皮下注200mgシリンジ サノフィ 小児科
6 マイトマイシン注用10mg 協和キリン 腫瘍内科
7 ニュベクオ錠300mg バイエル薬品 泌尿器科
8 ジアゾキシドカプセル25mg「OP」 オーファンパシフィック 糖尿病・内分泌内科
9 オテズラ錠30mg アムジェン 整形外科

【7】　販売元などの変更
1 インテレンス錠100mg 販売中止
2 テトカイン注用20mg「杏林」 販売中止
3 アデスタンクリーム1%（院外） 販売中止
4 プロゲホルモン筋注用25mg 販売中止
5 カンプト点滴静注100mg 後発品の適応拡大に伴い不要となったため削除
6 イドメシンコーワゾル1% 包装変更（30g×10→45g×10）
7 ポリミキシンB硫酸塩錠100万単位「ファイザー」 名称変更（硫酸ポリミキシンB錠100万単位「ファイザー」）から切り替え
8 ポリミキシンB硫酸塩散50万単位「ファイザー」 名称変更（硫酸ポリミキシンB散50万単位「ファイザー」）から切り替え
9 安息香酸ナトリウムカフェイン「ホエイ」原末 名称変更（アンナカ「ホエイ」）から切り替え
10 フェノール・亜鉛華リニメント「ホエイ」 名称変更（カチリ「ホエイ」）から切り替え

【組成】　1製剤（1.14mL）中　デュピルマブ（遺伝子組換え）200mg
【効能・効果】　既存治療で効果不十分な下記皮膚疾患　アトピー性皮膚炎
★　第408回薬事委員会でビオフェルミン配合散を院外採用へ切り替え済み

バクニュバンス水性懸濁注シリンジ ＭＳＤ
【組成】　添付文書参照
【効能・効果】　高齢者又は肺炎球菌による疾患に罹患するリスクが高いと考えられる者における肺炎球菌による感染症の予防等
マイトマイシン注用10mg 協和キリン
【組成】　1瓶中　日局マイトマイシンC   10mg（力価）
【効能・効果】　下記疾患の自覚的並びに他覚的症状の緩解　慢性リンパ性白血病、慢性骨髄性白血病、胃癌、結腸・直腸癌、肺癌等
シュンレンカ皮下注463.5mg ギリアド・サイエンシズ
【組成】　1バイアル中　1.5mL中にレナカパビルナトリウム   473.1mg（レナカパビルとして   463.5mg ）
【効能・効果】　多剤耐性HIV-1感染症
シュンレンカ錠300mg ギリアド・サイエンシズ

【組成】　1キット（3mL）中　インスリン　リスプロ（遺伝子組換え）［インスリン　リスプロ後続1］   300単位
【効能・効果】　インスリン療法が適応となる糖尿病
パルモディアXR錠0.2mg、0.4mg 興和
【組成】　1錠中　ペマフィブラート   0.20mg/0.40mg
【効能・効果】　高脂血症（家族性を含む）

【組成】　1錠中　レナカパビルナトリウム   306.8mg　レナカパビルとして  300mg
【効能・効果】　多剤耐性HIV-1感染症

■　院外使用薬品として以下6製剤7品目の薬剤が承認されました。
インスリン アスパルトBS注ソロスター NR「サノフィ」　 サノフィ
【組成】　1カートリッジ（3mL）中 インスリン　アスパルト（遺伝子組換え）［インスリン　アスパルト後続1］   300単位
【効能・効果】　インスリン療法が適応となる糖尿病
インスリン リスプロBS注ソロスター HU「サノフィ」 サノフィ

トラゾドン塩酸塩錠50mg「アメル」 共和薬品工業
【組成】　1錠中、トラゾドン塩酸塩   50mgを含有する。
【効能・効果】　うつ病・うつ状態
フェキソフェナジン塩酸塩DS5%「トーワ」 東和薬品
【組成】　1g中 日局 フェキソフェナジン塩酸塩　50mg
【効能・効果】　アレルギー性鼻炎,蕁麻疹,皮膚疾患（湿疹・皮膚炎、皮膚そう痒症、アトピー性皮膚炎）に伴うそう痒
メペンゾラート臭化物錠7.5mg「ツルハラ」 鶴原製薬
【組成】　1錠中、メペンゾラート臭化物7.5mg
【効能・効果】　過敏大腸症（イリタブルコロン）

■　以下9製剤10品目の薬剤を12件の患者限定で使用したことが承認されました。



11 乳糖水和物「ホエイ」 名称変更（乳糖「ホエイ」）から切り替え
【8】　その他

以上

　1.　第408回の薬事委員会と診療会議における確認が終了しましたので、下記の通り整理検討を行います。
正式名称 薬効 結果

フィニバックス点滴静注用0.5g カルバペネム系抗生物質製剤 削除


